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相づち表現 上位 ％ 下位 ％
??????
あ系
うん系
え系
はい系
ふ－ん系??????? ???
59
25
2
46??????
28.2
12
1．0
躯0
1．9
1．4
0．0
0.5
0．5
0.0
?????????????
23.2
釦7
8．6
4．0
0．5
3．0
0．5
0.0
0．0
0．0
??????
そう系羊張型
そう系同意型
そう系受入型
すごい系
本当系
いや系
いい系
なるほど系
繰り返し系
8
11
20?????
22
3．8
5．3
9．6
1．4
0.0
0.0
0.5
1．4
7α5
????????????
737
9．6
9．6
1．5
0．5
1．0
1.0
0．0
3.0
合計 209 198
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のとして，繰り返し系が挙げられる。その出現数の内訳は，母語話者は，繰り返し56
例，言い換え23例，文完成37例，学習者は，繰り返し14例，言い換え6例，文完成2
例であった。繰り返し系は，他言語の話者との比較においても，出現頻度の多さが指
摘されている相づちの種類であり（大浜2006),日本語に頻繁に見られる繰り返しの意
図が十分に理解できず,適切な応答に困難を感じる学習者もいるという報告もある(ア
クドーアン･大浜2006)。さらに，繰り返しの後に来る相手の発話の情報内容に注目し
たアクドーアン・大浜（2006）によると，日本語の繰り返しは，詳しい情報を要求す
る文に相当するという。すなわち，他言語では，明示的な情報要求文が使われるとこ
ろを，日本語では繰り返しが，同様の働きをするものとして選ばれるということであ
る。このような会話ストラテジーは，会話教育において取り入れてもよい項目ではな
いだろうか。繰り返し系は，相手の発話を聞き取り，ポイントだけを繰り返したり，
相手の発話の意図を理解して，別の表現で言い換えたり，続きを言って文を完成させ
るなど，高い談話能力が必要とされるものである。そのため，出現数が少なかったも
のと思われる。「そう」系受入れ型も，母語話者がより多く使用する傾向にある表現で
あるが，中でも，母語話者は「そうなんですか」の使用が多かった（母語話者が「そ
う」系受入れ型の総数129のうち72例，学習者が39例のうち12例)。井上(2002)によ
ると，「そうですか」は，「聞いたことがないことを聞いた」ということを表明するも
のであるのに対して，「そうなんですか」は，「話し手が知り得なかった実情に言及す
るものである」という。使い分けには，適切な談話の理解が要求されるものであり，
｢そうなんですか」を使うべきところで，使えていないということも予想される。「そ
うですか」と「そうなんですか」の使用実態を詳細に調査する必要がある。
また，学習者（特に下位群）に出現頻度が高かった表現として，「そう」系主張型が
あった。特に，下位群に多かったのは，「そう」や「そうそう」である。串田(2002)
によると，「そう」は「相手の発話が自分の計画に沿うものの，自分では十分な形で言
わなかったことを代弁したものと認定する」とされている。すなわち，「そう」は，相
手の発話に対し，それが自分が言いたかったことなのだということを主張することに
なるため，適切に使用するには問題ないが，使用頻度が高すぎると印象が悪くなる可
能性もあるため，使用には注意が必要であると言える。
V.学習者の相づち使用例についての考察
1「そう」系主張型
本研究で調査対象としたのは，日本語学習歴3年以上のいわゆる中級レベル以上の
－36－
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学習者であるため，円滑なコミュニケーションを妨げるような相づちの例は見られな
かったが，一部，母語話者には見られないような，談話展開上不自然ではないかと思
われる使用例もいくつか見られた。最も多かったのが，「そう」系主張型の例であり，
4例見られた。Ⅳ､3で述べたように，学習者（特に下位群）に使用頻度が高い「そ
う」系主張型は，使用には注意が必要な相づちの一つである。例lは，質問の応答と
して「そうそう」が使われている例である（太字波線部分参照)。この場合，「ワンピー
スとか読みます？」というJPO5の質問に対しては，相づちではなく「はい」などの応
答詞や「読みます」と答えた方が適切であろう。
例l注4
JPO5注5なんか，私今は買ってないんですけど，高校の3年まで買ってたから，結構2,3
NNO5
JPO5年くらいまで読んでて，ず－つと読んでて，だから，え，ワンピースとか読みます？
NNO5
JPO5
NNO5 あ，そうそう
分かる分かる，私もすごい漫画，読みますね。
次の例2は,NNO4が,JPO4に近くに花火を見るのによいところはないかと尋ね,JPO4
が，花火の名所を紹介しているところである。そのJPO4の言わば専有的な情報に対し
て,NNO4が，「そうそう」と相づちを打つのは少々不自然である（太字波線部分参照)。
この場合，「そう」系受入型（｢そうですか｣，「そうなんですか」など）を使った方が
自然であろう。
例2
JPO4
NNO4
でも，竹原も尾道も，夏の，7月の終わりか,8月の最初なんですけど，花火大会が
JPO4あって，すっごくきれいなんですよ
NNO4あ－，そうなんですか あ，あの時行った方がいい
JPO4 そうですね，絶対。花火と海水浴と見えるんです
NNO4ですね そうそうそう
Ⅳ.3で述べたように，「そう」は，相手の発話が自身の発話の代弁であることを示
すため,この場合,JPO4の発話内容をNNO4が既に知っていたと誤解される恐れもある。
－37－
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2「そう」系受入れ型
また，「そうですか」は，例3のように，上昇イントネーションで発話されたため
に，不自然な例が2例あった（太字波線部分参照)。
例3
JPO6
NNO6
なんかインド料理とか作られるんですか？家で？え－，嬉しいカレーと
はい一緒に作っても
JPO6かですか？へ－，私辛いの好きです，辛い料理
NNO6はいカレーでも作れるしあ,そうです
JPO6
NNO6 か？
一
インドの料理，辛いですか？ (笑い）
ええ，辛いですね
｢そうですか｣は下降イントネーションで発せられれば,受入れ型の相づちになるが,上
昇イントネーションを伴えば，相手の発話内容に対する驚きや納得のいかなさを示す
ことになる。そのためか,JPO6は，「インドの料理辛いですか？」と，直前の発話の前
提になるような質問を改めてしており，その後に「(笑い)」が見られる。
3繰り返し系
繰り返し系は，学習者と比較して母語話者に出現頻度の高かった表現であるが，特
に学習者に少ないのは，文完成で，上位群の一人の話者にしか使用が見られなかった。
相手の発話の意図をくみ取り，続きを予想しなければならない文完成は，繰り返し系
の中でもより高度な談話力が必要とされる相づちである。次の例3は,JPO3の「お風
呂入る時間すらも分刻みで」という発話に，ハm03が「ゆっくりこう楽しめない」と続
けて文を完成させている（太字部分参照)。
例4
JPO3
NNO3
なんか，それに合わせて，ま，起きる時間もそうなんですけど，私，朝お風呂に入
JPO3るんですけど，お風呂入る時間すらも分きざみで’ そう，
NNO3 ゆっくりこう楽しめない
庁
一
JPO3
NNO3
れをゆっくりしすぎると朝ごはんが食べられないと思って
－38－
(笑い）
そうなんですよね－
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さらに，繰り返しの相づちの後は，母語話者の場合，その相づちを自身の発話に取り
込んで，発話を続けるということが多い（例4の波線部分参照)。このように，会話者
間で発話を完成させるのは，いわゆる「共話」（水谷1993など）と呼ばれる会話の進め
方である。
このような相手の文完成相づちを取り込み，発話を完成させるのは，例4と同様の
話者NNO3でのみ見られた。例5では,NNO3の「毎日いろいろなことがあって，あま
り家事とかは大変だと」という発話の続きを,JPO3が「とかもあまり感じないくらい
周りが大変なんですね」と述べ(太字部分参照)，さらにNNO3がその発話を取り込み，
｢そういうことあまり研究とかに比べたら問題にならない問題というか」と文を完成さ
せている（波線部分参照)。
例5
JPO3
NNO3 こっちに来て毎日，毎日，こう勉強とか，いろんなことを処理しなければならない，
JPO3
NNO3いろんなことがあって,そういうことは,あまり家事とかはあまり問題にならない,大
JPO3 とかもあまり感じないくらい周りが大変なんですね－
ドⅢ03変だと，大変だと， はい，そういう
J PO3そうなんですね
NNO3ことあんまり研究とかに比べたらあんまり問題にならない問題というか
一方,下位グループの話者の場合,次の例6や例7のように,相手の文完成相づちを(波
線部分参照)，自身に取り込むことはせず，相づちがまるで存在しないかのように自分
で文を完成させる（太字部分参照）話者もいた(JPO6)。共話的な会話方法に慣れてい
ない学習者にとっては，発話は一人の話者で完結させるものだという意識があるのか
もしれない。
例6
JPO6
NNO6 だから，日本語を学ぶとき，ま，母語に似ているからあんまり
JPO6へ一
NNO6ませんでした
－39－
抵抗がない
一
苦労し
例7
JPO6
NNO6
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産業で うん
すごく，ま,$,IT,さ，情報産業ですごく優れてる才能の持ち主というふう
JPO6そうなんだー
ⅨⅢ06に印象を持っていて
母語話者が頻繁に行い，日本語の特徴とも言える，相手の相づちを自身に発話に取り
込み,会話者双方で会話を続けていくような会話運営の仕方が,上級以上の話者になっ
てもほとんど見られなかったことから，学習者は，このような会話方法をあまり知ら
ないという可能性が考えられる。より日本語として自然な会話の仕方を学びたいと望
む学習者には，このような話し方があるという紹介をしてもよいのではないかと思わ
れる。
Ⅵ．まとめと今後の課題
会話運営において重要な働きをする相づちに関して，学習者の使用実態を把握すれ
ば，学習者にとってどのような項目が難しいのか，どのような項目を会話教育に取り
入れればよいのかということを知る手がかりになると考えた。そこで，本研究では，
接触場面の雑談データを用いて，母語話者と学習者，学習歴が長いグループと短いグ
ループで比較したところ，相づち表現の使用頻度に違いがあることが分かった。まず，
母語語話者と学習者で比較すると,母語話者には,繰り返し系,「そう｣系受入型,｢へ－」
系の出現頻度が高く，学習者には，「そう」系主張型と「あ」系の頻度が高かった。次
に，学習歴が長いグループと短いグループを比較すると，長いグループは，「はい」
系，繰り返し系が多い，短いグループは，「そう」系主張型，「うん」系が多い，とい
う特徴が見られた。繰り返し系や，「そう」系受入型などの母語話者に使用頻度が高
く，学習者（特に下位群）にあまり見られなかった表現は，学習者にとっては，使い
にくい相づちではないかと考えられる。さらに，実際の使用例を見ると，「そう」系受
入れ型を使った方が自然な場面で,「そう｣系主張型を使用していたり，イントネーショ
ンが不自然なために適切に理解されていない可能性があるような場面があったり，母
語話者の繰り返しの相づちを自身の発話に取り込んでいない学習者がいた。今回の調
査は，主にアジア諸国出身の学習者を対象としているが，母語によっては，また異な
る結果が出ることが予想される。今後，様々な母語の話者を対象に調査することで，
普遍性を高めなければならないが，今回の調査結果からは，会話教育に提案できるこ
－40－
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ととして，次のようなことが言える。
(1)母語話者がよく使う，繰り返し系の相づち，すなわち「繰り返し」「言い換え」
「文完成」を早い段階から紹介する。また，これらの相手の相づちを自身の発話に取
り組むという，会話者間相互の相づちの練習をする。さらに，繰り返しには，情報
要求文と同様の働きがあることを紹介する。
(2)「そう」系受入れ型「そうですか」と「そうなんですか」の使い分けの説明をす
る。
(3)相づちを紹介する際には，イントネーションも考慮に入れて説明する。
これらの点を取り入れた，より広い談話展開を意識しながら会話参加者間相互の関
わりの中での練習が必要であると思われる。
今回は，初対面の相手でも会話を滞りなく続けられるいわゆる中上級レベル以上の
学習者を調査対象としたが，初級レベルではもっと母語話者との差が出るのではない
かと考えられる。また，相づちは，個人による使用の差も大きいものである。従って，
横断的なデータで，学習歴による比較をしても，必ずしも各グループの特徴をすべて
把握できるわけではない。縦断データをもとに，一人の話者がどのように習得してい
くのかということも今後は，見てみたい。さらに，相づちのような会話ストラテジー
は，母語話者との会話経験を積むことで，自然に習得していく面も大きいと思われる
が，授業で指導する効果はあるのだろうか。このような指導効果の点についても，今
後考察してみたい。
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【注】
l金沢大学国際機構留学生センター非常勤講師
2相づちの出現回数にばらつきがあるのは，会話によって母語話者と学習者の発話権を行使する割合が異
なっていたためである。
3例えば，中国語母語話者と日本語母語話者に対するアンケートによる相づちに関する意識調査を行った
楊(2000)は，日本人は積極的に会話に参加するために相づちを多用するのに対して，中国人は，人の
話は静かに聞くものだという考えから，非言語行動の相づちを好むというように，日中両言語で相づち
に対する意識の相違があることを報告している。
4会話例の引用には，二人の会話者の重なりや話者交替が分かりやすいように並行して表記した（総譜ス
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タイル)｡JP(母語話者）とNN(学習者）の発話を二行ずつ横方向に時系列に沿った表記を行い，二人
の発話が重なる場合は、縦方向に重ねて表記した。この表記形式を採用したのは，相づちがどのタイミ
ングで発せられたかが分かりやすいためである。
5例文中の「JPO5」「NNO5」のJPは母語話者,NNは学習者であることを示し,05は，話者の番号を示す。
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AnAnalysis㎡BackchannelExpressionsUsedby
JapaneseLanguageLearners:BasedontheFree
ConversationDatainContactSituations
AikoMiyanaga
ABSTRACT
Forthepurposeofunderstandingtheactualsituationofusingbackchannelexplessionsby
Japaneselanguageleamers,Ianalyzedquantitativelyandqualitativelythefreeconversation
dataincontactsituations,comparingtheuseofbackchannelexpressionsbetweenJapanese
nativespeakersandJapaneselanguageleamersandbetweentwogroupsofleamersdivided
accordingtotheperiodoftimeinleamingJapanese.Theresultswereasfbllows:(1)native
speakersusemorerepetitions,so-typeacceptanceand/ie-typeexpIessionsthanleamers,(2)
leamerswhohaveleamedfbralongertimeusemoreルaj-typeexpressionsandrepetitions,
(3)thosewhohavelearnedfOrashortertimeusemoreso-typeinsistenceand〃"-type
expressions・Inaddition,thequalitativeresearchrevealedthatleamersusebackchannel
expressionsindifferentwaysfromnativespeakersandtherearedifficultpointsfOrthemin
acqumngbackchannels.
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